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一　

は
じ
め
に

水
野
葉
舟
の
小
品
集
『
響
』
は
、
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
十
一
年
）
十
二
月

に
新
潮
社
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
、「
小
品
文
の
代
表（
１
）
」
と
評
価
さ
れ
て
い
た
。

松
原
至
文
編
『
小
品
文
範（
２
）』
で
は
、
当
時
最
も
注
目
さ
れ
た
小
品
と
そ
の
評
が

集
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
中
で
た
と
え
ば
、
相
馬
御
風
は
「
小
品
文
の
代
表
と
も

見
る
べ
き
も
の
は
、
水
野
葉
舟
氏
の
『
響
』『
悪
夢
』
で
、
そ
れ
を
見
る
と
、

以
上
述
べ
た
小
品
文
の
特
色
が
最
も
よ
く
伺
ふ
こ
と
が
出
来
る
」
と
述
べ
、
近

松
秋
江
は
「
自
然
描
写
と
官
能
」
で
は
「
今
の
文
壇
の
作
家
で
小
品
文
の
参
考
」

と
し
て
「
水
野
君
の
『
響
』
な
ど
は
最
も
良
い
」
と
評
価
し
て
い
る
。

　

約
十
五
年
後
、『
響
』
の
一
作
が
『
民
国
日
報
』
副
刊
『
覚
悟
』
で
中
国
語

に
翻
訳
さ
れ
た
。
一
九
二
〇
年
代
、『
覚
悟
』
は
新
文
化
運
動
に
関
す
る
記
事

を
多
く
掲
載
し
、
上
海
『
時
事
新
報
』
の
「
學
燈
」、
北
京
『
晨
報
』
の
新
副
刊
、

北
京
『
京
報
』
の
副
刊
と
と
も
に
、「
五
四
文
化
運
動
の
四
大
副
刊（
３
）
」
と
併
称

さ
れ
て
い
る
。
一
九
二
三
年
九
月
二
十
二
日
、『
覚
悟
』
に
小
品
欄
が
新
た
に

設
置
さ
れ
、
一
回
目
に
掲
載
さ
れ
た
の
が
、『
響
』
の
一
作
「
深
夜
」
で
あ
る
。

従
来
、
水
野
葉
舟
の
文
学
活
動
や
社
会
活
動
が
多
様
だ
っ
た
た
め
か
、
評
価

が
定
ま
ら
な
か
っ
た
。
彼
は
『
遠
野
物
語
』
を
成
立
さ
せ
る
民
俗
学
に
関
わ
る

作
家
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、「『
明
星
』
出
身
の
歌
人
に
し
て
小
品
文
作
家
、
自

然
主
義
小
説
家
、
ロ
ー
マ
字
運
動
の
推
進
者
、
そ
し
て
、
農
村
に
定
住
し
て
地

道
な
文
化
活
動
を
続
け
る
生
活
者（
４
）」
と
い
う
一
見
理
解
し
や
す
い
人
物
で
は
な

か
っ
た
。
ま
た
、「
小
品
文
の
大
家（
５
）」「
明
治
の
新
感
覚
派（
６
）」
と
評
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
が
、
葉
舟
小
品
の
中
国
語
訳
に
関
し
て
は
、
未
だ
手
付
か
ず
の
状
態

で
あ
る
。　

し
か
し
、
同
時
代
評
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
水
野
葉
舟
は
明
治
期
に
小
品
文

学
の
「
第
一
人
者（
７
）」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
注
目
を
集
め
て
い
た
。
近
年
、
水
野
葉

舟
の
文
学
論
と
中
国
文
学
の
関
係
に
つ
い
て
、
鳥
谷
真
由
美（
８
）に
よ
っ
て
、
水
野

葉
舟
の
『
小
品
文
練
習
法
』
は
夏
丏
尊
と
劉
熏
宇
『
文
章
作
法
』
第
六
章
の
下

敷
き
に
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
一
九
二
三
年
前
後
の
中
国
の
文
壇

状
況
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、『
覚
悟
』
小
品
欄
の
『
響
』
の
中
国
語
訳
は
、

中
日
両
国
の
文
学
表
現
の
つ
な
が
り
を
窺
わ
せ
る
重
要
な
一
作
と
な
っ
て
く

る
。本

稿
は
、
水
野
葉
舟
『
響
』
の
一
作
「
深
夜
」
の
翻
訳
に
着
目
し
、
そ
れ
を

通
し
て
一
九
二
三
年
前
後
中
国
現
代
小
品
文
学（
９
）と
日
本
文
学
と
の
関
わ
り
を
検

水
野
葉
舟
『
響
』
の
最
初
の
中
国
語
訳
に
つ
い
て

―
―
一
九
二
三
年
前
後
の
中
国
文
壇
に
お
け
る
小
品
文
学
の
受
容
を
中
心
に

解　

璞
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討
す
る
も
の
で
あ
る
。
水
野
葉
舟
の
「
深
夜
」
は
、
日
本
か
ら
中
国
へ
と
移
さ

れ
た
際
に
、
ど
の
よ
う
な
変
化
を
遂
げ
た
か
、
ど
の
よ
う
な
背
景
で
読
ま
れ
た

か
を
検
討
す
る
。
さ
ら
に
、
謎
の
訳
者
「
鴻
」
の
訳
業
を
考
察
し
、
そ
の
人
物

像
も
探
っ
て
い
く
。

二　
「
小
品
文
の
代
表
」
と
し
て
の
『
響
』

前
述
し
た
よ
う
に
、「
深
夜
」
は
『
覚
悟
』
小
品
欄
の
一
回
目）
10
（

に
掲
載
さ
れ

た
作
品
で
あ
り
、
訳
者
は
日
本
文
壇
の
定
評
を
参
照
し
た
上
で
「
深
夜
」
を
翻

訳
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
同
時
期
に
は
、
中
国
語
に
よ
る
『
響
』

の
評
価
は
見
ら
れ
な
い
が
、『
響
』
が
出
版
さ
れ
て
約
三
十
年
後
、「
深
夜
」
の

中
国
語
訳
が
出
た
十
四
年
後
に
、
中
国
に
お
い
て
も
、
日
本
小
品
の
代
表
と
し

て
記
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
謝
六
逸
は
、『
日
本
の
文
学　

中
』
で
は
、

水
野
葉
舟
は
自
然
主
義
作
家
の
一
人
と
し
て
「
小
品
の
形
で
女
性
の
繊
細
な
情

緒
と
感
覚）
11
（

」
を
表
し
て
い
る
と
評
し
て
い
た
。
面
白
い
こ
と
に
、
水
野
葉
舟
を

女
性
作
家
と
勘
違
い
し
た
ら
し
く
、
田
村
俊
子
と
と
も
に
紹
介
し
て
い
た
。
ま

た
、
傅
仲
涛
は
「
日
本
の
小
品
お
よ
び
随
筆
の
一
斑
」
で
は
「
日
本
で
は
真
に

小
品
文
を
も
っ
て
世
に
知
ら
れ
た
の
は
、
明
治
四
十
一
年
に
は
真
山
青
果
『
夢
』

と
水
野
葉
舟
『
響
』
が
あ
げ
ら
れ
る）
12
（

」
と
記
し
て
い
る
。

小
品
集
『
響
』
の
作
風
と
装
幀
に
つ
い
て
、
中
島
国
彦
の
論
文）
13
（

で
は
詳
し
く

考
察
さ
れ
て
い
る
が
、『
響
』
の
認
識
度
が
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
た
め
、
当
時

『
響
』
は
い
か
に
読
ま
れ
た
か
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
『
響
』
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
水
野
葉
舟
が
二
十
五
歳
の
時
だ
っ
た
。
そ
の

前
年
、
水
野
葉
舟
は
初
め
て
の
小
説
「
悪
夢
」
を
『
早
稲
田
文
学
』
に
発
表
し
、

「
七
月
、
国
木
田
独
歩
の
提
唱
を
受
け
、
吉
江
孤
雁
と
と
も
に
世
話
人
と
な
っ

て
大
久
保
会
を
結
成
、
独
歩
宅
で
集
会
」
を
催
し
た
。
そ
の
作
品
は
「『
中
央

公
論
』
や
『
新
潮
』
な
ど
一
流
誌
に
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
た）
14
（

」
と
あ
る
よ
う
に
、

こ
の
時
期
に
、
水
野
葉
舟
は
創
作
意
欲
が
高
か
っ
た
と
窺
え
る
。
な
お
、
本
の

扉
に
あ
る
「
こ
の
書
を
久
し
く
病
め
る
弟
の
枕
上
に
お
く
る
」
と
い
う
言
葉
の

よ
う
に
、『
響
』
は
読
者
に
癒
し
を
与
え
る
作
品
集
だ
と
も
言
え
よ
う
。

『
響
』
は
「
小
品
文
集
」（
前
四
冊）
15
（

）
と
銘
打
っ
て
刊
行
さ
れ
、
一
九
〇
八
年

十
二
月
か
ら
一
九
〇
九
年
六
月
ま
で
の
、
わ
ず
か
半
年
間
で
五
版
も
重
ね
、
好

評
を
得
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
〇
九
年
六
月
二
十
日
の
広
告）
16
（

で
は
、『
響
』

（
第
五
版
）
は
「
好
評
嘖
々
」
と
宣
伝
さ
れ
、
次
の
よ
う
な
評
が
載
せ
ら
れ
て

い
る
。

▲
『
早
稲
田
文
学
』
曰
く
、
散
文
詩
的
小
品
を
以
て
、
現
今
文
壇
の
第

一
人
を
以
て
目
す
べ
き
葉
舟
氏
が
最
近
の
作
を
集
め
た
も
の
で
、
近
来
最

も
気
持
ち
よ
く
感
じ
た
書
で
あ
る
。

▲
『
中
学
世
界
』
曰
く
、
水
野
氏
の
作
品
は
、
概
し
て
感
覚
的
で
印
象

が
鮮
か
だ
、
だ
か
ら
新
し
い
、
鋭
い
、
併
し
柔
ら
か
な
感
情
が
生
々
と
出

て
ゐ
て
、
直
に
感
興
に
触
れ
さ
せ
る
。

▲
『
趣
味
』
曰
く
、
調
子
が
い
か
に
も
舒
び
〱
と
し
て
柔
か
な
書
き
方

で
あ
る
。
全
体
が
叙
情
的
で
、
し
ん
み
り
と
胸
に
響
き
来
る
所
が
好
い
。

好
個
の
散
文
詩
と
も
云
へ
や
う
。

▲
『
新
天
地
』
曰
く
、
す
な
ほ
な
、
嫌
味
の
な
い
文
体
が
奈
何
に
も
懐

か
し
く
出
来
て
ゐ
て
、
心
持
ち
が
よ
い
。
蘆
花
氏
の
『
自
然
と
人
生
』
に

対
比
し
て
も
毫
も
遜
色
が
な
い
。

▲
『
女
子
文
壇
』
曰
く
、
今
の
作
家
の
中
で
感
じ
と
云
ふ
こ
と
を
能
く

表
は
す
人
は
水
野
君
な
ど
其
主
な
も
の
で
せ
う
。『
響
』
は
散
文
の
好
き

な
人
に
も
、
詩
の
好
き
な
人
に
も
、
屹
度
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
離
す
こ
と
の
出
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来
な
い
小
冊
子
で
せ
う
。

　

こ
こ
で
は
、
水
野
葉
舟
が
「
散
文
詩
的
小
品
」
の
「
第
一
人
」
と
評
価
さ
れ

て
い
る
。
表
現
の
面
で
は
、『
響
』
は
「
新
し
い
、
鋭
い
、
柔
ら
か
な
」
感
情

を
生
き
生
き
と
表
出
し
た
小
品
集
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
ポ

ケ
ッ
ト
か
ら
離
す
こ
と
の
出
来
な
い
小
冊
子
」
と
あ
る
よ
う
に
、
小
品
の
文
体

と
呼
応
し
た
よ
う
な
装
幀
も
好
評
さ
れ
て
い
る
。「
感
覚
的
」「
直
に
感
興
に
触

れ
さ
せ
る
」「
叙
情
的
で
、
し
ん
み
り
と
胸
に
響
き
来
る
」「
気
持
ち
が
よ
い
」

と
も
あ
る
よ
う
に
、『
響
』
は
直
接
読
者
の
感
性
に
訴
え
、
安
ら
ぎ
や
癒
し
を

与
え
る
作
品
だ
と
言
え
る
。

『
響
』
の
序
文）
17
（

で
は
、
水
野
葉
舟
が
詩
か
ら
散
文
に
移
行
し
た
経
緯
の
み
な

ら
ず
、
葉
舟
自
身
の
小
品
文
学
に
対
す
る
考
え
方
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
自

分
の
心
」
と
離
れ
ず
「
自
分
の
思
つ
た
事
が
自
由
に
表
は
さ
れ
る
」
と
あ
る
よ

う
に
、
水
野
葉
舟
が
追
求
し
た
の
は
、
自
分
の
「
心
」
や
気
持
ち
を
直
ち
に
表

す
表
現
だ
っ
た
と
窺
え
る
。
こ
れ
と
呼
応
し
た
よ
う
に
、『
響
』
も
「
し
ん
み

り
と
胸
に
響
き
来
る
」
と
評
価
さ
れ
、
水
野
葉
舟
自
身
の
心
持
ち
を
直
ち
に
響

か
せ
て
い
る
作
品
な
の
で
あ
る
。

三　

削
除
さ
れ
た
「
深
夜
」
の
冒
頭
部

　

従
来
指
摘
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、「
深
夜
」
の
中
国
語
訳
は
原
文
の

六
段
落
目
か
ら
の
抄
訳
で
、
作
品
の
冒
頭
部
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
ま

ず
削
除
さ
れ
た
部
分
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

「
深
夜
」
は
次
の
よ
う
に
始
ま
っ
て
い
る
。

深
夜
、
戸
の
閉
ざ
さ
れ
て
居
る
街
を
歩
い
て
行マ
マ

た
。

　

街
燈
の
光
が
、
う
つ
と
う
し
く
、
茫
と
し
た
靄
の
中
に
か
ゞ
や
い
て
居

て
、
行
き
馴
れ
て
居
る
處
で
は
あ
る
が
、
廣
く
、
寂
寞
と
し
た
光
景
で
あ

る
。

　

動
い
て
居
る
も
の
は
一
つ
も
な
い
。
晝
の
雑
踏
の
跡
に
は
、
處
々
白
い
、

紙
片
が
落
ち
て
居
て
、
淋
し
く
燈
火
に
照
ら
さ
れ
て
居
る
。

　

空
も
曇
つ
て
る
。
重
く
る
し
い
、
黒
い
、
そ
し
て
限
り
も
知
ら
れ
な
い

空
は
、
上
か
ら
こ
の
都
会
の
上
に
押
し
か
ゝ
つ
て
居
る
様
だ
。

中
島
国
彦）
18
（

に
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
深
夜
の
闇
は
水
野
葉
舟
作
品
に
お
け
る

パ
タ
ー
ン
の
一
つ
で
あ
る
。「
深
夜
」
の
冒
頭
に
お
い
て
は
、
ま
ず
闇
と
光
、

黒
と
白
な
ど
の
対
照
で
都
会
の
閉
塞
感
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え

ば
、「
光
」
が
「
茫
と
し
た
靄
の
中
に
か
ゞ
や
い
居
て
」
お
り
、「
空
」
も
「
重

く
る
し
い
、
黒
い
」
と
あ
る
。
ま
た
、「
黒
い
」
空
の
下
に
處
々
「
白
い
」
紙

片
が
燈
火
に
照
ら
さ
れ
て
い
る
。
最
初
の
「
戸
の
閉
ざ
さ
れ
て
居
る
」
街
の
閉

塞
感
と
、「
廣
く
、
寂
寞
と
し
た
」
道
の
荒
涼
感
も
響
き
合
っ
て
い
る
。
視
覚

的
に
描
か
れ
た
白
黒
の
世
界
は
、
次
第
に
都
会
の
上
「
押
し
か
ゝ
つ
て
居
る
」

感
覚
に
変
化
し
て
い
く
。
簡
潔
な
短
文
だ
が
、
言
葉
の
響
き
合
い
に
よ
っ
て
、

「
靄
」
に
包
ま
れ
た
寂
寞
な
都
会
空
間
が
作
ら
れ
た
の
だ
。

　

ま
た
、
都
会
の
寂
寞
と
呼
応
し
た
よ
う
に
、
登
場
人
物
も
寂
し
い
「
靄
」
に

包
ま
れ
て
い
る
。

　

不
意
に
彼
方
か
ら
足
音
が
し
て
来
た
。
と
思
ふ
と
、
靄
の
中
か
ら
黒
い

姿
が
ひ
よ
く
り
と
顕
れ
た
。
両
方
か
ら
近
づ
い
て
、
ち
や
う
ど
街
燈
の
下

で
行
き
会
ふ
と
、
其
男
が
此
方
を
向
い
て
、
自
分
の
顔
を
見
た
。
自
分
も

其
顔
を
見
た
。
何
處
と
な
く
淋
し
い
、
お
ど
お
ど
し
た
顔
付
だ
。
何
か
に
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追
は
れ
て
逃
げ
て
来
た
様
な
顔
だ
。
―
―
急
が
し
さ
う
に
す
れ
違
が
つ
て

行
つ
て
し
ま
つ
た
。

　

す
る
と
自
分
は
今
の
男
の
顔
が
表
は
し
て
居
た
様
な
心
持
が
し
て
来

た
。
自
分
の
身
に
は
少
し
も
防
禦
の
方
法
が
な
く
し
て
、
曠
野
を
歩
い
て

行
く
様
な
心
持
だ
。
恐
る
可
き
も
の
が
、
迫
つ
て
来
つ
ゝ
あ
る
様
だ
。

―
―
自
分
は
急
ぎ
出
し
た
。

　

こ
こ
で
登
場
人
物
は
正
面
か
ら
で
は
な
く
、
側
面
か
ら
少
し
ず
つ
描
か
れ
て

い
く
。
足
音
か
ら
「
ひ
よ
く
り
と
」
顕
れ
た
「
黒
い
姿
」
へ
、
そ
し
て
見
え
て

き
た
「
其
男
」。
男
の
顔
立
ち
よ
り
も
、
そ
の
「
何
處
と
な
く
淋
し
い
、
お
ど

お
ど
し
た
」
雰
囲
気
や
顔
が
表
し
た
「
心
持
」
が
描
出
さ
れ
て
い
る
。
男
が
消

え
た
後
に
「
自
分
」
も
そ
の
男
の
「
心
持
」
に
同
化
さ
れ
、
都
会
を
離
れ
、「
曠

野
」
を
歩
い
て
い
く
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
に
、「
靄
」

で
視
覚
な
ど
を
ぼ
か
す
こ
と
で
、
か
え
っ
て
五
感
を
超
え
た
、
閃
く
よ
う
な
不

思
議
な
感
覚
、
直
接
「
説
明
の
出
来
な
い
、
閃
め
く
様
に
起
る
心
持）
19
（

」
を
鋭
く

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

闇
か
ら
突
然
出
て
、
不
意
に
消
え
て
い
く
人
間
の
姿
は
、
水
野
葉
舟
が
訳
し
、

夏
目
漱
石
も
愛
読
し
た
ア
ン
ド
ル
ー
・
ラ
ン
グ
の
『
夢
と
幽
霊
』
に
も
登
場
し

て
い
る
。
ま
た
、
水
野
葉
舟
が
ラ
ン
グ
の
作
品
に
基
づ
い
て
書
い
た
『
怪
夢）
20
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』

に
も
、
奉
公
に
出
た
子
供
は
、
道
端
で
ふ
と
死
ん
だ
店
主
に
出
会
い
、
か
な
り

の
間
話
し
続
け
た
が
、
不
意
に
振
り
返
る
と
、
も
う
幽
霊
は
い
な
か
っ
た
と
い

う
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、『
怪
夢
』
が
人
間
の
神
秘
を
描
い
て
い
る

の
に
対
し
、「
深
夜
」
が
描
い
た
神
秘
は
都
会
か
ら
人
間
へ
、
さ
ら
に
六
段
落

目
以
降
は
人
間
か
ら
自
然
へ
と
い
う
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
だ
。

こ
の
よ
う
に
、「
深
夜
」
の
冒
頭
に
は
、
紙
切
れ
な
ど
の
小
さ
い
側
面
か
ら

都
会
の
寂
寞
が
描
か
れ
、「
靄
」
か
ら
「
ひ
よ
く
り
と
顕
れ
た
」
顔
に
よ
っ
て

人
間
の
「
心
持
ち
」
の
神
秘
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
。「
深
夜
」
の
五
段
落
目
ま
で
、

中
国
語
訳
で
削
除
さ
れ
た
部
分
は
、
都
会
の
寂
寞
と
人
間
の
心
に
秘
め
ら
れ
た

神
秘
が
描
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三　
「
深
夜
」
か
ら
「
深
夜
的
風
」
へ

　
「
深
夜
」
冒
頭
の
削
除
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
訳
題
も
「
深
夜
」
で
は
な
く
、

「
深
夜
的
風
」（「
深
夜
の
風
」）
と
変
更
さ
れ
て
い
る
。
前
節
で
分
析
し
た
よ
う

に
、
都
会
の
寂
寞
と
人
間
の
神
秘
が
削
除
さ
れ
る
こ
と
で
、
中
国
語
訳
は
、
人

間
の
脆
さ
に
対
し
、
自
然
（「
曠
野
」「
太
古
の
時
」
か
ら
の
「
自
然
」）
の
不

思
議
さ
と
力
強
さ
に
よ
り
集
中
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
以
下
は
、

日
本
語
の
「
深
夜
」
と
中
国
語
訳
の
「
深
夜
的
風
」
を
比
較
し
つ
つ
、「
深
夜
」

が
中
国
語
に
訳
さ
れ
た
時
に
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
遂
げ
た
か
を
考

察
し
て
い
き
た
い
。

「
深
夜
」
の
六
段
落
目
は
風
の
描
写
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

①
其
時
、
何
処
か
ら
と
も
知
れ
ず
、
一
陣
の
風
が
起
こ
っ
て
、
街
を
吹
い

て
過
ぎ
た
。
さ
つ
と
吹
き
過
ぎ
る
に
従
つ
て
、
家
毎
の
戸
は
音
を
た
て

た
。
其
音
を
き
く
と
、
街
が
お
び
え
恐
れ
て
、
戦
慄
し
た
様
な
感
じ
が
す

る
。
街
に
落
ち
て
居
た
紙
片
が
、
俄
に
生
き
た
も
の
ゝ
様
に
舞
ひ
上
る
。

【
中
国
語
訳
】
那
時
，
不
知
什
麽
地
方
，
有
一
陣
風
起
來
吹
過
了
街
道
。

每
經
颼
地
過
去
，
一
家
家
的
門
盡
發
出
響
聲
來
。
聽
了
那
響
聲
，
就
覺
得

市
街
是
在
驚
惶
而
戰
慄
了
；
落
在
街
上
的
紙
片
，
卻
像
突
然
活
了
過
來
，

正
在
飛
舞
。
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こ
こ
で
は
風
と
い
う
目
に
見
え
な
い
自
然
の
力
が
、
紙
切
れ
や
戸
の
音
等
視

覚
と
聴
覚
に
訴
え
る
細
か
い
側
面
か
ら
暗
示
的
に
描
か
れ
て
い
る
。

　

興
味
深
い
こ
と
に
、
原
文
の
紙
片
が
「
俄
に
生
き
た
も
の
ゝ
様
」
に
舞
い
上

が
る
と
い
う
部
分
は
、
中
国
語
訳
で
は
「
像
突
然
活
了
過
來
」（「
突
然
生
き

返
っ
た
よ
う
に
」）
と
改
訳
さ
れ
て
い
る
。
前
述
し
た
原
文
の
三
段
落
目
に
紙

片
が
す
で
に
登
場
し
、
六
段
落
目
に
な
っ
て
は
じ
め
て
比
喩
で
描
か
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
中
国
語
訳
で
は
、
紙
片
が
冒
頭
か
ら
、
比
喩
で
は

な
く
、
擬
人
的
に
描
か
れ
、
神
秘
的
で
恐
ろ
し
い
雰
囲
気
が
強
化
さ
れ
た
と
言

え
る
。

　

こ
の
改
訳
は
「
街
が
お
び
え
恐
れ
て
、
戦
慄
し
た
様
な
感
じ
」
と
い
う
擬
人

表
現
と
も
呼
応
し
て
い
る
が
、
白
い
も
の
が
深
夜
、
俄
か
に
生
き
返
る
と
い
う

発
想
は
、
中
国
の
古
典
怪
談
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
り
、
中
国
の
雅
文
体
で
書
か
れ

た
小
品
に
も
よ
く
出
て
く
る
の
だ
。
た
と
え
ば
、
一
九
一
四
年
か
ら
一
九
一
六

年
ま
で
『
中
国
実
業
雑
誌
』
と
い
う
雑
誌
に
「
短
鋒
小
品
」
と
い
う
コ
ラ
ム
が

あ
り
、
雅
文
体
の
小
品
が
十
一
作
連
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、「
度
胸
」

（「
膽）
21
（

」）
と
い
う
一
作
が
あ
る
。
秋
の
深
夜
に
兵
士
が
闇
の
中
で
目
を
異
常
に

輝
か
す
怪
物
た
ち
に
出
会
い
、
慌
て
て
銃
で
そ
れ
を
撃
ち
殺
し
、
怯
え
て
動
け

な
く
な
っ
た
が
、
夜
が
明
け
て
は
じ
め
て
黒
い
犬
と
馬
だ
っ
た
と
気
づ
く
と
い

う
小
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
当
時
の
中
国
は
封
建
社
会
か
ら
近
代

社
会
へ
と
移
行
す
る
時
期
で
あ
る
た
め
、
小
品
の
結
末
が
前
の
怪
談
を
逆
転
さ

せ
た
よ
う
に
、
怪
談
を
相
対
化
し
た
滑
稽
譚
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

現
代
文
（
白
話
）
に
前
近
代
的
な
要
素
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
古
文
か
ら
現

代
文
へ
の
転
換
期
に
あ
る
小
品
の
特
徴
を
よ
く
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
深
夜
」
結
末
で
は
、
自
然
の
力
に
対
す
る
人
間
の
恐
怖
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

②
吾
等
は
今
尚
ほ
、
祖
先
が
、
野
に
住
ん
で
闇
を
恐
れ
、
風
雨
を
恐
れ
、

自
然
の
力
に
向
つ
て
、
恐
怖
し
た
心
を
忘
れ
る
事
す
ら
出
来
な
い
の
で
あ

る
。
深
夜
街
を
歩
い
て
見
た
ま
へ
。
吾
等
人
間
の
築
い
た
文
明
に
、
幾
何

の
威
厳
が
あ
る
！
！

【
中
国
語
訳
】
我
們
現
在
還
不
是
連
祖
先
住
在
荒
野
裏
，
懼
憚
黑
暗
，
懼

憚
風
雨
，
對
於
自
然
的
力
，
深
致
恐
怖
的
心
情
，
也
還
忘
卻
不
得
。
試
走

深
夜
的
街
道
看
呵
。
看
我
們
人
類
築
就
的
文
明
究
有
何
等
地
威
嚴
！
！

こ
こ
ま
で
は
、
巨
大
で
恐
れ
る
べ
き
自
然
の
力
は
、
小
さ
い
紙
切
れ
や
雲
の

動
き
に
よ
っ
て
側
面
か
ら
焙
り
出
さ
れ
て
い
る
。
結
末
で
は
、「
で
あ
る
」
と

い
う
断
定
の
形
で
正
面
か
ら
語
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
の
一
人
称
か
ら

「
見
た
ま
へ
」
と
い
う
直
接
読
者
に
訴
え
る
二
人
称
へ
の
変
換
、「
幾
何
の
威
厳

が
あ
る
」
と
い
う
反
問
は
、
さ
ら
に
断
定
の
口
調
を
強
め
て
い
る
。

中
国
語
訳
で
は
、
最
初
の
一
文
は
、
主
語
―
述
語
―
対
象
語
と
い
う
中
国
語

順
で
は
な
く
、
主
語
―
対
象
語
―
述
語
と
い
う
日
本
語
の
語
順
の
ま
ま
に
訳
さ

れ
て
い
る
。
中
国
の
読
者
に
は
違
和
感
を
も
た
ら
し
て
い
る
が
、
外
国
か
ら
輸

入
し
た
文
体
に
触
れ
る
新
鮮
な
感
じ
も
味
わ
え
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま

た
、
中
国
語
訳
で
は
、「
で
あ
る
」
の
断
定
文
は
、
二
重
否
定
に
変
換
さ
れ
て

い
る
。「
不
是
…
還
忘
卻
不
得
」（
ま
だ
忘
れ
る
事
す
ら
出
来
な
い
の
で
は
な
い

か
）
と
あ
る
よ
う
に
、
二
重
否
定
と
な
り
、「
深
夜
」
最
後
の
一
文
の
反
問
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。
中
国
語
か
ら
見
る
と
、
断
定
よ
り
も
強
い
反
問
に
書
き
換

え
ら
れ
て
い
る
。
最
後
の
文
章
は
、
中
国
語
訳
の
冒
頭
に
あ
る
風
の
描
写
に
も

対
応
し
て
お
り
、
人
類
の
文
明
よ
り
も
荒
野
の
恐
ろ
し
さ
、
自
然
の
力
が
一
層

強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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以
上
か
ら
、
水
野
葉
舟
「
深
夜
」
は
「
深
夜
の
風
」
に
訳
さ
れ
る
際
に
、
主

に
二
点
が
変
更
さ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
。
第
一
に
、
五
段
落
目
ま
で
の
、
人
間

内
部
の
神
秘
に
関
す
る
描
写
が
削
除
さ
れ
、
そ
し
て
都
会
か
ら
人
間
の
心
の
神

秘
へ
と
変
換
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
も
削
除
さ
れ
た
。
中
国
語
訳
の
冒
頭
か
ら
風
な

ど
の
自
然
の
神
秘
が
暗
示
さ
れ
、
結
末
で
は
さ
ら
に
自
然
の
力
が
強
調
さ
れ
て

い
る
。
中
国
語
訳
は
、
人
間
の
脆
さ
に
対
し
、
自
然
の
不
思
議
さ
と
力
強
さ
に

よ
り
力
点
を
置
い
た
と
見
ら
れ
る
。
第
二
に
、
中
国
語
訳
の
冒
頭
は
、
比
喩
を

擬
人
法
に
変
え
る
こ
と
で
、
現
代
文
（
白
話
）
に
前
近
代
的
な
要
素
を
入
れ
て

い
る
。
こ
の
変
更
も
古
文
か
ら
現
代
文
へ
と
転
換
さ
れ
た
時
期
の
小
品
の
特
徴

を
端
的
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

四　

一
九
二
三
年
の
中
国
文
学
と
日
本
文
学

―
―
新
聞
や
雑
誌
の
紙
面
か
ら

　

実
際
、
こ
の
「
深
夜
」
の
翻
訳
は
、
一
九
二
〇
年
代
初
頭
の
中
国
現
代
散
文

の
創
立
期
、「
小
品
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
隆
盛
が
始
ま
っ
た
時
に
生
ま
れ
た

も
の
だ
と
言
え
る
。
特
に
一
九
二
三
年
に
は
、
現
代
文
（「
白
話
文
」）
で
書
か

れ
た
小
品
は
、
前
年
の
わ
ず
か
三
作
に
比
べ
、
二
十
八
作
ほ
ど
に
の
ぼ
っ
た
。

し
か
も
、
雑
誌
や
新
聞
が
小
品
を
要
請
す
る
記
事
も
急
増
し
た
と
見
ら
れ
る
。

従
来
、
屡
々
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
胡
適
は
「
五
十
年
来
中
国
之
文
学）
22
（

」

（
一
九
二
二
年
三
月
に
執
筆
）
で
は
、
新
文
化
運
動
、
特
に
現
代
文
（「
白
話
文
」）

に
よ
る
文
学
創
作
の
状
況
を
纏
め
た
。
散
文
の
面
で
「
最
も
注
目
す
べ
き
発
展

は
、
周
作
人
た
ち
が
提
唱
し
た
『
小
品
散
文
』
だ
」
と
評
し
て
い
る
。
ま
た
、

「
小
品
」
が
重
要
に
な
っ
た
理
由
と
し
て
、
胡
適
は
二
点
を
挙
げ
て
い
る
。
第

一
に
、
従
来
の
古
文
に
よ
る
長
編
小
説
が
読
者
に
満
足
さ
れ
ず
、
時
代
遅
れ
に

な
っ
た
か
ら
だ
。
第
二
に
、
小
品
は
「
淡
々
と
し
た
話
に
深
い
意
味
が
含
蓄
さ

れ
」、
古
文
の
桎
梏
か
ら
解
き
放
た
れ
た
白
話
散
文
を
発
展
さ
せ
た
か
ら
だ
。

小
品
の
成
功
は
、「
白
話
で
美
文
が
作
れ
な
い
」
と
い
う
迷
信
を
打
破
し
た
と

い
え
る
。
ま
た
、
朱
自
清
は
一
九
二
六
年
に
胡
適
の
文
章
を
引
用
し
、
こ
の

三
四
年
小
品
散
文
は
「
盛
況
を
極
め
て
い
る）
23
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

一
九
二
三
年
前
後
は
、
ち
ょ
う
ど
古
文
に
よ
る
長
編
小
説
が
時
代
遅
れ
と
な

り
、
白
話
に
よ
る
小
品
散
文
が
流
行
し
始
め
た
と
い
う
過
渡
期
に
当
た
る
の
で

あ
る
。

以
下
、
一
九
二
三
年
前
後
の
小
品
を
め
ぐ
る
日
中
文
学
の
関
わ
り
を
新
聞
や

雑
誌
の
紙
面
か
ら
考
察
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
小
品
の
定
義
と
位
置
づ
け
に
つ
い
て
確
認
し
て
み
よ
う
。
馮
三
昧）
24
（

は

『
小
品
文
研
究
』
で
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
主
な
小
品
文
評
を
ま
と
め
て
い
る
。

夏
丏
尊
・
劉
熏
宇
『
文
章
作
法
』（
一
九
一
九
年
〜
一
九
二
二
年
執
筆
）、
胡
適

「
五
十
年
来
中
国
之
文
学
」（
一
九
二
二
年
三
月
執
筆
）、
朱
自
清
「
現
代
中
国

の
小
品
散
文
を
論
ず
」（
一
九
二
六
年
七
月
）、
鐘
敬
文
「
小
品
文
を
談
ず
る
」

（
一
九
二
八
年
十
月
）
な
ど
を
批
評
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
鐘
敬
文
の
「
小

品
を
作
る
に
は
主
に
情
緒
と
知
恵
と
い
う
二
つ
の
要
素
が
あ
る
。（
中
略
）
最

も
醇
厚
た
る
情
緒
、
最
も
機
知
に
富
ん
だ
知
恵
が
な
に
よ
り
も
必
要
で
あ
る
。

（
中
略
）
飾
ら
ず
、
気
取
ら
ず
、
純
粋
な
性
格
を
表
せ
ば
、
人
を
引
き
付
け
、

興
味
を
そ
そ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
説
を
支
持
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
当
時
新
文
学
最
大
の
結
社
で
あ
る
文
学
研
究
会
の
定
期
刊
行
物
『
文

学
旬
刊
』
と
『
文
学
』
に
も
、
小
品
文
学
に
関
す
る
記
事
が
あ
る
。
一
九
二
二

年
八
月
十
一
日
の
『
文
学
旬
刊
』
で
は
、
胡
愈
之）
25
（

は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

小
品
文
学
は
し
ば
し
ば
新
聞
文
学
の
重
要
部
分
を
占
め
る
。
所
謂
小
品

と
は
、Sketch

の
こ
と
で
気
軽
で
流
動
す
る
作
品
を
指
し
て
い
る
。（
中
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略
）
こ
の
種
類
の
文
学
は
往
々
に
し
て
一
般
の
新
聞
読
者
が
最
も
喜
ん
で

読
む
も
の
で
、
し
か
も
毎
日
発
行
さ
れ
る
新
聞
に
だ
け
そ
の
掲
載
価
値
が

い
つ
も
実
現
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
こ
の
種
の
材
料
は
新
聞
文
芸
欄
に
最
も

相
応
し
い
。

　

中
国
の
新
聞
で
最
も
欠
乏
し
た
の
は
、
こ
の
小
品
文
で
あ
る
。
最
初
か

ら
中
国
新
聞
の
文
芸
欄
の
位
置
を
占
め
た
の
は
「
諧
文
」
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。（
中
略
）
晨
報
、
国
民
日
報
お
よ
び
時
事
新
報
等
の
附
刊
は
、

新
文
芸
運
動
の
牙
城
に
な
っ
た
が
、
真
面
目
す
ぎ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が

欠
点
で
あ
る
。
掲
載
さ
れ
た
も
の
の
大
半
は
哲
学
科
学
社
会
学
の
長
篇
論

文
で
、
一
般
読
者
の
興
味
を
そ
そ
ら
な
い
。
軽
妙
で
簡
潔
で
刺
激
に
富
む

小
品
文
は
未
だ
に
少
な
い
。
編
集
者
の
注
意
を
願
い
た
い
。

　

胡
愈
之
は
「
小
品
と
は
、Sketch
の
こ
と
で
気
軽
で
流
動
す
る
作
品
を
指

し
て
い
る
」
と
定
義
し
た
。
ま
た
、
そ
の
範
囲
の
広
さ
を
指
摘
し
、「
新
聞
文

芸
欄
に
最
も
相
応
し
い
」
ジ
ャ
ン
ル
だ
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、「
中
国
の
新
聞

で
最
も
欠
乏
し
た
の
は
、
こ
の
小
品
文
で
あ
る
」
と
説
き
、「
軽
妙
で
簡
潔
で

刺
激
に
富
む
小
品
文
は
未
だ
に
少
な
い
」
と
編
集
者
に
訴
え
て
い
る
。

　

胡
愈
之
の
呼
び
か
け
に
応
じ
る
か
の
よ
う
に
、
同
時
期
に
編
集
者
が
小
品
を

要
請
す
る
記
事
も
増
え
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
二
二
年
の
総
合
雑
誌
『
土

曜
日
』
に
は
、「
欧
米
の
雑
誌
に
は
小
品
と
い
う
面
白
い
文
章
が
あ
る
。
そ
の

簡
潔
だ
が
、
余
韻
が
あ
る
よ
う
な
文
章
が
あ
り
が
た
い）
26
（

」
と
あ
る
。
ま
た
、『
新

聞
報
』
に
は
、
一
九
二
三
年
二
月
に
「
旧
歴
新
年
の
小
品
を
募
集
す
る
」
と
い

う
記
事）
27
（

が
連
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
、『
小
説
旬
報
』『
紅
霞
』『
玲
瓏
』

『
時
報）
28
（

』
な
ど
の
新
聞
や
雑
誌
に
も
小
品
を
募
集
す
る
記
事
も
見
ら
れ
る
。
こ

の
よ
う
に
、
中
国
が
封
建
社
会
か
ら
近
代
化
し
て
い
く
過
程
で
、「
軽
妙
で
簡

潔
で
刺
激
に
富
む
小
品
文
」
は
、
読
者
の
興
味
を
そ
そ
り
、
編
集
者
の
関
心
も

集
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

翌
年
の
一
九
二
三
年
、
胡
愈
之
自
身
に
よ
る
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
「
春
日
小
品）
29
（

」

の
翻
訳
が
『
文
学
旬
刊
』
と
『
学
生
雑
誌
』
に
連
載
さ
れ
た
。『
文
学
旬
刊
』

第
七
十
六
期
の
「
春
日
小
品
」
訳
文
の
あ
と
が
き
に
も
、
小
品
を
め
ぐ
る
日
中

文
壇
の
つ
な
が
り
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
は
盲
目
詩
人
が
北
京
を
離
れ
る
前）
30
（

に
作
っ
た
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
の

短
文
で
あ
る
。
原
文
は
日
本
の
友
人
福
岡
誠
一
君
（
即
Ｓ
・
Ｍ
（
マ
マ
）
君）
31
（

）
に

送
っ
た
も
の
で
、『
我
等
』
に
発
表
さ
れ
た
。
我
々
は
こ
れ
ら
の
短
文
を

読
み
、
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
君
の
ほ
か
の
著
作
と
同
じ
よ
う
に
盲
目
詩
人
の
天

真
爛
漫
の
悲
し
み
を
感
じ
た
。
こ
れ
と
同
時
に
書
か
れ
た
日
本
語
の
童
話

『
赤
い
花
』
が
あ
る）
32
（

。
こ
れ
も
魯
迅
君
に
よ
っ
て
訳
さ
れ
、『
小
説
月
報
』

七
号
に
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
二
篇
は
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
君
が
中
国
の
青
年
に

残
し
た
最
後
の
記
念
だ
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
春
日
小
品
」
が
ま
ず
日
本
の
友
人
に
送
ら
れ
、
雑
誌
『
我
等
』

に
発
表
さ
れ
、
後
に
中
国
語
に
翻
訳
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
本
作
と
同
時
に
書
か

れ
た
日
本
語
の
童
話
も
ま
も
な
く
魯
迅
に
よ
っ
て
中
国
語
に
翻
訳
さ
れ
た
。
ま

た
、
一
九
二
三
年
六
月
、
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
周
作
人
・
魯
迅
共
訳
『
現
代
日
本

小
説
集）
33
（

』
も
出
版
さ
れ
た
。
こ
こ
か
ら
、
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
と
中
国
文
壇
と
の
つ

な
が
り
ば
か
り
で
な
く
、
小
品
を
め
ぐ
る
中
日
文
壇
の
つ
な
が
り
も
窺
え
る
の

だ
。

　

そ
の
三
ヶ
月
後
、
一
九
二
三
年
九
月
に
、
水
野
葉
舟
の
「
深
夜
」
が
翻
訳
さ

れ
た
。
こ
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
小
品
欄
の
位
置
も
興
味
深
い
。
ま
ず
、
こ
の
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小
品
欄
は
、
詩
歌
や
小
説
の
欄
よ
り
も
前
に
配
置
さ
れ
、
そ
の
斬
新
さ
を
打
ち

出
す
編
集
者
の
意
図
が
見
て
取
れ
る
。
ま
た
、
小
品
欄
の
前
の
談
話
欄
に
は
、

「
半
個
月
的
白
馬
湖
講
習
会
生
活
」（
張
春
浩
）
と
い
う
春
暉
中
学
の
講
習
会）
34
（

に
関
す
る
長
い
文
章
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
春
暉
中
学
と
は
、
浙
江
省
上
虞
の

白
馬
湖
畔
に
あ
る
中
学
校
で
あ
り
、
中
国
の
近
代
作
文
教
育
や
文
藝
活
動
に
携

わ
っ
た
夏
丏
尊）
35
（

、
豊
子
愷
、
朱
自
清
等
の
文
学
者
が
活
躍
し
た
場
所
で
も
あ
っ

た
。春

暉
中
学
の
文
学
者
の
仕
事
に
つ
い
て
、
朱
恵
民
『
白
馬
湖
文
派
短
長
書
』

と
鳥
谷
ま
ゆ
み
の
論
文）
36
（

に
詳
し
い
。
鳥
谷
ま
ゆ
み
に
よ
っ
て
、
夏
丏
尊
な
ど
の

白
馬
湖
派
文
学
者
に
お
け
る
水
野
葉
舟
の
『
小
品
文
練
習
法
』
な
ど
の
理
論
的

受
容
が
考
察
さ
れ
た
。
ま
た
、
朱
恵
民
は
「
白
馬
湖
講
演
論
考
」
で
は
、

「
一
九
二
三
年
に
は
、
春
暉
中
学
の
課
外
講
演
は
空
前
の
盛
況
を
見
せ
て
い
る
」

と
指
摘
し
、
白
馬
湖
の
講
演
は
校
長
の
経
亨
頤
が
推
し
進
め
た
事
業
で
あ
り
、

「
五
四
」
新
文
化
運
動
の
延
長
で
も
あ
っ
た
。
同
年
夏
期
の
「
白
馬
湖
講
習
会
」

は
、
黄
炎
培
、
陳
望
道
、
舒
新
城
、
豊
子
愷
、
黎
錦
暉
、
趙
藹
呉
、
郭
任
遠
な

ど
の
有
名
な
文
化
人
を
招
き
、
十
五
日
間
続
い
た
。
そ
の
中
で
も
、
国
文
を
教

え
る
陳
望
道）
37
（

は
、
一
九
一
五
年
か
ら
日
本
に
留
学
し
、
中
央
大
学
の
法
科
を
卒

業
後
、
一
九
二
三
年
に
は
上
海
大
学
で
修
辞
学
や
文
学
概
論
な
ど
を
教
え
て
い

た
。「
深
夜
」
が
掲
載
さ
れ
た
『
覚
悟
』
の
編
集
も
手
伝
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、

陳
望
道
は
、
曾
て
浙
江
第
一
師
範
学
校
の
教
え
子
、
水
墨
画
と
版
画
を
得
意
と

し
た
葉
天
底
の
絵
『
笊
と
蟹
（
磕
簍
與
蟹
）』
の
た
め
に
題
辞
を
し
た
こ
と
が

あ
る
が
、
そ
の
題
辞
は
「
水
野
葉
舟
『
小
品
作
法
』
か
ら
抄
訳
し
た
も
の）
38
（

」
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
、
陳
望
道
な
ど
の
文
化
人
は
、
小
品
文
作
家

と
し
て
の
水
野
葉
舟
を
よ
く
知
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
の
だ
。

実
際
、「
深
夜
」
の
中
国
語
訳
が
掲
載
さ
れ
た
ほ
ぼ
二
ヶ
月
後
、
夏
丏
尊
は

「
小
品
文
を
教
え
る
一
つ
の
試
み）
39
（

」
も
掲
載
さ
れ
た
。
原
題
は
「
作
文
を
教
え

る
一
つ
の
試
み
」
だ
っ
た
が
、
編
集
者
が
こ
の
文
章
を
『
国
文
研
究
法
』
の
特

集
に
掲
載
し
た
際
に
、
題
目
に
あ
る
「
作
文
」
を
「
小
品
文
」
に
変
更
し
た
。

こ
の
文
章
で
は
、
夏
丏
尊
は
約
一
年
間
春
暉
中
学
で
作
文
を
教
え
る
経
験
を
述

べ
、
学
生
の
作
文
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
上
で
、
実
生
活
に
基
づ
い
て
作
文
を

す
る
、
百
二
百
字
前
後
の
、
テ
ー
マ
が
自
由
な
小
品
を
書
く
な
ど
と
提
案
し
、

さ
ら
に
学
生
た
ち
の
小
品
文
を
例
に
批
評
し
、
最
後
に
作
文
を
練
習
す
る
際
の

小
品
文
の
価
値
を
①
多
く
作
れ
る
、
②
観
察
力
を
養
え
る
、
③
文
章
を
簡
潔
に

で
き
る
、
④
作
文
の
興
味
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
、
⑤
長
編
の
準
備
と
し

て
内
容
の
充
実
し
た
短
文
を
書
い
た
ほ
う
が
良
い
と
い
う
五
つ
の
面
か
ら
説
い

て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
、
最
初
挙
げ
た
「
簫
声
」
と
い
う
学
生
の
文
章
は
、

水
野
葉
舟
の
「
深
夜
」
に
類
似
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
黄
昏
の
簫
の
笛
で
浄
化

さ
れ
た
心
、
そ
れ
に
よ
っ
て
思
い
出
さ
れ
た
子
供
時
代
の
気
持
ち
を
描
い
て
い

る
。
冒
頭
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

那
黃
昏
籠
罩
了
世
界
，
一
切
都
很
沉
靜
，
像
已
入
了
睡
鄉
，
做
休
息

的
夢
了
。
忽
然
間
，
不
知
從
哪
里
，
曲
曲
折
折
地
傳
來
了
幽
遐
的
簫
聲
。

隱
約
聽
去
，
身
子
仿
佛
輕
鬆
了
許
多
。
心
也
漸
漸
地
沉
下
去
了
。

【
拙
訳
】
世
界
は
た
そ
が
れ
が
に
包
ま
れ
て
い
た
。
眠
り
に
入
り
、
安
ら

か
な
夢
を
見
て
い
る
よ
う
に
す
べ
て
は
静
か
だ
っ
た
。
忽
然
、
ど
こ
か
ら

と
も
知
れ
ず
、
幽
か
な
簫
の
音
が
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
に
聞
こ
え
て
き
た
。
ぼ

ん
や
り
と
聞
い
て
い
る
う
ち
に
、
身
体
も
軽
く
な
り
、
心
も
次
第
に
落
ち

着
い
て
き
た
。

其
時
、
何
処
か
ら
と
も
知
れ
ず
、
一
陣
の
風
が
起
こ
っ
て
、
街
を
吹
い
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て
過
ぎ
た
。
さ
つ
と
吹
き
過
ぎ
る
に
従
つ
て
、
家
毎
の
戸
は
音
を
た
て
た
。

其
音
を
き
く
と
、
街
が
お
び
え
恐
れ
て
、
戦
慄
し
た
様
な
感
じ
が
す
る
。

街
に
落
ち
て
居
た
紙
片
が
、
俄
に
生
き
た
も
の
ゝ
様
に
舞
ひ
上
る
。

【
中
国
語
訳
】
那
時
，
不
知
什
麽
地
方
，
有
一
陣
風
起
來
吹
過
了
街
道
。

每
經
颼
地
過
去
，
一
家
家
的
門
盡
發
出
響
聲
來
。
聽
了
那
響
聲
，
就
覺
得

市
街
是
在
驚
惶
而
戰
慄
了
；
落
在
街
上
的
紙
片
，
卻
像
突
然
活
了
過
來
，

正
在
飛
舞
。

　

以
上
の
二
段
落
を
比
べ
る
と
、
寂
寞
の
世
界
に
突
然
聞
こ
え
て
き
た
音
、
自

然
か
ら
心
持
ち
へ
と
い
う
細
部
に
着
目
す
る
「
簫
声
」
の
新
鮮
な
筆
致
は
、「
深

夜
の
風
」
に
類
似
し
た
も
の
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
夏
丏
尊
な
ど
の
白
馬
湖

派
の
文
学
者
、
教
育
者
が
提
唱
し
た
小
品
文
は
日
本
文
学
と
深
い
関
わ
り
を

持
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
深
夜
」
が
翻
訳
さ
れ
た
小
品
欄
の
前
に
、
小
品
文
理
論
を

取
り
入
れ
た
白
馬
湖
派
の
文
学
者
に
関
す
る
記
事
が
配
置
さ
れ
た
の
だ
。
こ
の

『
覚
悟
』
の
紙
面
は
、
当
時
の
小
品
文
に
対
す
る
関
心
の
一
縮
図
に
ほ
か
な
ら

な
い
。
以
上
か
ら
、
中
国
の
現
代
小
品
文
学
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
急
速
な

発
展
と
、
新
文
化
運
動
以
降
の
現
代
国
文
教
育
の
要
請
に
応
え
た
も
の
だ
と
言

え
る
。
水
野
葉
舟
「
深
夜
」
の
翻
訳
の
周
囲
に
は
、
小
品
文
学
を
め
ぐ
る
中
国

現
代
散
文
と
日
本
文
学
と
の
深
い
つ
な
が
り
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

五　

謎
の
訳
者
「
鴻
」
と
そ
の
訳
業

　

前
節
で
は
、
一
九
二
三
年
前
後
の
中
国
の
文
壇
状
況
で
「
深
夜
的
風
」
と
い

う
訳
文
を
検
討
し
て
き
た
が
、
こ
こ
で
そ
の
訳
者
「
鴻
」
に
つ
い
て
触
れ
て
み

た
い
。
実
際
、「
鴻
」
と
い
う
謎
の
名
前
に
つ
い
て
、「
深
夜
的
風
」
の
訳
文
と

同
じ
一
九
二
三
年
九
月
に
、
興
味
深
い
説
明
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
第
二
十
二

号
の
『
藝
術
評
論
』（
一
九
二
三
年
九
月
十
七
日
）
の
最
初
に
飾
っ
た
の
は
、

川
路
柳
虹
著
、
雙
鴻
部
分
訳
の
「
近
代
美
術
の
諸
傾
向
」
と
い
う
文
章
で
あ
り
、

そ
の
冒
頭
に
「
訳
者
誌）
40
（

」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

川
路
柳
虹
は
有
名
な
詩
人
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
詩
人
を
心
よ

り
愛
し
て
い
る
の
で
、『
現
代
の
美
術
』
か
ら
特
に
こ
の
詩
人
の
一
作
を

訳
し
た
。「
鴻
」
は
わ
れ
わ
れ
二
人
が
今
後
藝
術
の
面
で
共
に
努
力
す
る

と
約
束
し
た
、
共
有
の
名
前
で
あ
る
。

　

読
者
の
方
々
に
わ
れ
わ
れ
が
匿
名
で
い
る
こ
と
を
勘
弁
し
て
も
ら
い
た

い
、
我
々
が
名
乗
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
ま
で
。

　

こ
こ
か
ら
「
鴻
」
ま
た
は
「
雙
鴻
」
は
二
人
の
文
学
者
が
共
有
し
た
名
前
だ

と
窺
え
る
。
こ
の
二
人
は
文
学
や
美
術
な
ど
の
藝
術
に
関
心
を
持
ち
、
少
な
く

と
も
そ
の
う
ち
の
一
人
が
日
本
語
が
で
き
、
日
本
文
学
や
美
術
に
詳
し
い
と
い

う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
川
路
柳
虹
の
訳
文
の
ほ
か
に
も
、
一
九
二
三

年
に
署
名
「
鴻
」
の
文
章
は
、
約
十
四
篇
見
ら
れ
る
が
、『
時
報
』
に
経
済
な

ど
に
関
連
す
る
記
事
も
九
篇
ほ
ど
見
ら
れ
る
。
文
学
に
関
係
す
る
文
章
は
以
下

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

【
一
九
二
三
年
の
「
鴻
」
の
文
章
】

　

鴻
訳
「
詩
歌　

鳳
鳥
不
至
」『
文
学
旬
刊
』
第
六
十
五
期
、
二
月

二
十
一
日
。

　

水
野
葉
舟
著
、
鴻
訳
「
小
品　

深
夜
の
風
」『
民
国
日
報
・
覚
悟
』
第

九
巻
第
二
十
一
期
、
九
月
二
十
一
日
。
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鴻
訳
「
藝
術
：
美
學
と
趣
（
評
論
）
上
生
の
哲
理
続
」『
民
国
日
報
・

婦
女
評
論
』
第
七
十
四
期
、
一
月
三
日
。

　

鴻
訳
「
藝
術
：
美
學
と
趣
上
生
の
哲
理
（
未
完
）」『
民
国
日
報
・
婦

女
評
論
』
第
七
十
五
期
、
一
月
十
日
。

　

鴻
訳
「
藝
術
：
美
學
と
趣
下
生
の
発
展
と
美
」『
民
国
日
報
・
婦
女
評

論
』
第
七
十
六
期
、
一
月
十
六
日
。

　

鴻
「
藝
術
：
描
写
（
文
藝
雑
談
）」『
民
国
日
報
・
婦
女
評
論
』
第

七
十
八
期
、
一
月
三
十
一
日
。

そ
の
中
で
も
、「
藝
術
：
美
學
と
趣
」
の
連
載
は
、
一
九
二
二
年
の
訳
文
「
藝

術
：
美
学
と
趣
（
評
論
）（
未
完）
41
（

）」
を
合
わ
せ
て
見
る
と
、
島
村
抱
月
の
作
品

か
ら
訳
し
た
も
の
だ
と
認
め
ら
れ
る
。
一
九
二
二
年
に
も
、
鴻
が
美
学
や
藝
術

に
関
す
る
文
章
を
多
く
書
き
、
ま
た
は
訳
し
て
い
た）
42
（

。
た
と
え
ば
、
一
九
二
二

年
に
、
鴻
訳
、
美
術
評
論
家
黒
田
鵬
心
の
「
藝
術
：
児
童
と
色
彩
（
講
演
）
黒

田
鵬
心
が
児
童
研
究
所
に
お
け
る
夏
期
講
習
会
」（『
民
国
日
報
・
婦
女
評
論
』

第
六
十
二
、六
十
三
期
）
が
連
載
さ
れ
、
ま
た
、
同
じ
年
に
大
塚
保
治
の
「
美

学
研
究
の
問
題
お
よ
び
そ
の
研
究
法
」（「
美
學
所
研
究
的
問
題
及
其
研
究
法
」

『
東
方
雑
誌
』
第
十
九
巻
第
二
十
三
期
）
も
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
訳
文
は

後
に
単
行
本
『
美
と
人
生
』
に
収
録
さ
れ
た
が
、
鴻
の
本
名
は
依
然
と
し
て
明

ら
か
に
な
っ
て
い
な
い）
43
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
水
野
葉
舟
「
深
夜
」
の
訳
者
鴻
は
、
次
の
よ
う
な
人
物
だ
と

推
測
さ
れ
る
。
①
一
人
で
は
な
く
、
恐
ら
く
二
人
の
文
学
者
か
芸
術
家
で
あ
ろ

う
。
②
川
路
柳
虹
、
島
村
抱
月
、
黒
田
鵬
心
、
大
塚
保
治
の
文
章
を
訳
し
、
特

に
日
本
の
文
学
、
美
学
や
美
術
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
。

「
鴻
」
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
用
い
る
文
学
者
と
し
て
、（
一
）
作
家
茅
盾

（
一
八
九
六
〜
一
九
八
一
）
と
（
二
）
画
家
・
詩
人
・
商
人
孫
雪
泥
（
一
八
八
八

〜
一
九
六
五
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
一
）
茅
盾
は
、
本
名
が
沈
徳
鴻
で
あ
り
、「
鴻
」「
沈
鴻
」
と
い
う
名
前
を

用
い
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
も
、「
雁
氷
」「
玄
」「
玄
珠
」
な
ど
を
使
っ
た
こ

と
が
あ
る
。
一
九
二
三
年
に
、
茅
盾
は
「
雁
氷
」
と
い
う
署
名
で
ハ
リ
ー
ル
・

ジ
ブ
ラ
ー
ン
の
小
品）
44
（

を
四
作
訳
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
深
夜
」
を
訳
し
た

「
鴻
」
は
、
恐
ら
く
沈
徳
鴻
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
茅
盾
が
日
本

に
行
っ
た
の
は
一
九
二
八
年
七
月
で
あ
り
、
一
九
二
三
年
に
は
ま
だ
日
本
語
が

で
き
な
か
っ
た）
45
（

か
ら
だ
。

た
だ
し
、
茅
盾
の
弟
沈
澤
民）
46
（

は
、
一
九
一
九
年
の
新
文
化
運
動
の
影
響
で
外

国
文
学
を
熱
心
に
翻
訳
し
て
い
た
。
一
九
二
〇
年
七
月
か
ら
友
人
張
聞
天
と
と

も
に
日
本
に
留
学
し
、
留
学
時
代
に
田
漢
、
郁
達
夫
、
鄭
伯
奇
、
康
白
情
な
ど

と
文
学
仲
間
と
な
っ
て
お
り
、『
小
説
月
報
』
に
も
外
国
文
学
を
翻
訳
、
紹
介

し
た
文
章
を
寄
せ
て
い
た
。
一
九
二
一
年
に
沈
澤
民
は
帰
国
し
、
一
九
二
三
年

夏
南
京
建
邺
大
学
で
教
鞭
を
と
り
、「
文
学
研
究
会
」
の
重
要
な
メ
ン
バ
ー
と

も
な
っ
て
い
る
。
沈
澤
民
は
、
兄
茅
盾
と
「
鴻
」
と
い
う
署
名
を
共
有
し
、
そ

れ
を
借
り
て
文
章
を
発
表
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
た
と
え

ば
、
一
九
二
二
年
十
一
月
八
日
の
『
婦
女
評
論
』
の
目
次
に
は
「
鴻
」「
沈
澤
民
」

「
沈
雁
氷
」
が
併
載
さ
れ
、「
鴻
」
と
茅
盾
兄
弟
は
別
人
で
あ
る
可
能
性
も
大
き

い
だ
ろ
う
。

（
二
）
孫
雪
泥
に
関
す
る
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
い）
47
（

が
、『
東
方
日
報
』

（
一
九
四
四
年
九
月
三
日
〜
五
日
）
に
は
「
ア
マ
チ
ュ
ア
詩
人
・
画
家
孫
雪
泥

（
上
）（
中
）（
下
）」
が
連
載
さ
れ
、
彼
を
詳
し
く
紹
介
し
て
い
た
。
彼
は
名
が

「
鴻
」
で
、「
雪
泥
鴻
爪
」
と
い
う
蘇
軾
の
詩
に
基
づ
い
て
「
雪
泥
」
を
号
と
し

た
。
孫
雪
泥
は
江
蘇
省
の
松
江
（
現
在
は
上
海
に
属
し
て
い
る
）
出
身
で
、
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一
九
一
七
年
に
生
生
美
術
会
社
を
発
起
し
、
そ
の
取
締
役
を
兼
任
し
て
い
た
。

幼
い
時
か
ら
書
画
が
好
き
で
、
書
画
家
と
し
て
の
研
鑽
を
積
み
、
プ
ロ
に
比
べ

て
世
間
の
嗜
好
に
合
わ
せ
る
こ
と
も
な
く
、
飄
逸
し
た
作
風
を
持
ち
、
特
に
梅

の
絵
を
得
意
と
し
て
い
た
。
一
九
四
四
年
、
五
十
六
歳
の
頃
は
、
そ
の
書
画
は

周
り
の
文
化
人
に
屡
々
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
同
年
に
個
人
展
覧
会
を
開

く
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。

　

現
段
階
で
は
、
当
時
孫
雪
泥
は
日
本
語
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
不
明
だ
。
し

か
し
、
彼
が
交
遊
し
た
銭
痩
鉄
は
当
時
一
流
の
書
画
家
、
篆
刻
家
で
あ
る
ば
か

り
で
な
く
、
日
本
と
密
接
な
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
銭
痩
鉄
は

一
九
二
三
年
に
橋
本
関
雪
に
そ
の
才
能
が
認
め
ら
れ
、
日
本
に
行
っ
て
書
画
家

の
た
め
に
篆
刻
し
て
い
た
。
翌
年
か
ら
、「
ほ
ぼ
毎
年
東
京
と
大
阪
で
個
展
を

開
き
、
橋
本
関
雪
、
谷
崎
潤
一
郎
、
会
津
八
一
な
ど
の
支
援）
48
（

」
を
得
て
、
日
本

と
上
海
の
書
画
界
と
の
重
要
な
架
橋
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
孫
雪
泥
は
生
生

美
術
会
社
を
起
こ
し
た
当
初
、
徐
卓
呆
を
編
集
主
任
に
迎
え
た
。
徐
卓
呆）
49
（

は
若

い
時
か
ら
日
本
に
留
学
し
た
こ
と
が
あ
り
、
体
育
や
ダ
ン
ス
な
ど
を
学
び
、
日

本
語
に
精
通
し
て
い
た
。
ま
た
、
演
劇
の
改
良
や
小
説
の
創
作
な
ど
に
励
み
、

日
本
語
訳
の
ト
ル
ス
ト
イ
の
小
説
を
中
国
語
に
訳
し
た
こ
と
も
あ
り
、
さ
ら
に

コ
メ
デ
ィ
ア
ン
と
し
て
も
有
名
だ
。
孫
雪
泥
は
彼
を
通
し
て
、
日
本
の
文
芸
や

美
術
に
接
し
た
可
能
性
は
極
め
て
大
き
い
。

　

以
上
か
ら
、「
深
夜
」
の
訳
者
「
鴻
」
は
、
川
路
柳
虹
、
島
村
抱
月
、
黒
田

鵬
心
、
大
塚
保
治
の
作
品
を
訳
し
た
こ
と
も
あ
り
、
美
術
や
演
劇
に
強
い
関
心

を
持
つ
孫
雪
泥
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。「
深
夜
」
が
訳
さ
れ
た
一
九
二
三
年

は
、
彼
は
三
十
五
歳
で
あ
っ
た
。
な
お
、
前
述
し
た
よ
う
に
「
鴻
」
一
人
で
は

な
く
、
恐
ら
く
二
人
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
孫
雪
泥
と
銭
痩
鉄
か
徐
卓
呆
の
共
有

し
た
署
名
だ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

六　

お
わ
り
に

　

本
稿
は
、
水
野
葉
舟
『
響
』
の
一
作
「
深
夜
」
の
翻
訳
に
着
目
し
、
そ
れ
を

通
し
て
一
九
二
三
年
前
後
の
中
国
現
代
小
品
文
学
と
日
本
文
学
と
の
関
わ
り
を

検
討
し
た
。
水
野
葉
舟
「
深
夜
」
は
「
深
夜
の
風
」
に
訳
さ
れ
る
際
に
、
主
に

二
点
が
変
更
さ
れ
た
。
第
一
に
、「
深
夜
」
五
段
落
目
ま
で
の
人
間
内
部
の
神

秘
に
関
す
る
描
写
が
削
除
さ
れ
、
都
会
か
ら
人
間
内
部
の
神
秘
へ
と
変
換
さ
れ

る
プ
ロ
セ
ス
も
削
除
さ
れ
た
。
中
国
語
訳
の
冒
頭
と
結
末
で
は
、
風
な
ど
の
自

然
の
神
秘
と
力
が
強
調
さ
れ
、
人
間
の
脆
さ
に
対
し
、
自
然
の
不
思
議
さ
と
力

強
さ
に
よ
り
力
点
を
置
い
て
い
る
。
第
二
に
、
中
国
語
訳
の
冒
頭
は
、
比
喩
を

擬
人
法
に
変
え
る
こ
と
で
、
現
代
文
（
白
話
）
に
前
近
代
的
な
要
素
を
入
れ
て

い
る
。
こ
の
変
更
は
古
文
か
ら
現
代
文
へ
と
転
換
さ
れ
た
時
期
の
小
品
の
特
徴

を
端
的
に
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　

近
代
中
国
で
は
白
話
で
書
か
れ
た
文
藝
小
品
は
、
一
九
二
〇
年
頃
か
ら
始

ま
っ
た
が
、
同
時
期
に
外
国
の
小
品
も
多
く
翻
訳
さ
れ
た
。
管
見
の
限
り
、
最

初
に
掲
載
さ
れ
た
の
が
周
作
人
の
「
西
山
小
品
」（『
小
説
月
報
』
第
十
三
巻
第

二
号
一
九
二
二
年
二
月
十
日
）
で
あ
り
、
そ
の
直
後
に
エ
ロ
チ
ェ
ン
コ
、
ハ

リ
ー
ル
・
ジ
ブ
ラ
ー
ン
、
夏
目
漱
石
や
水
野
葉
舟
の
小
品
が
次
々
と
翻
訳
さ
れ

た
。「
深
夜
」
の
訳
文
を
掲
載
し
た
『
覚
悟
』
の
紙
面
は
、
当
時
の
小
品
文
に

対
す
る
中
国
文
壇
の
関
心
の
一
縮
図
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

さ
ら
に
、
本
稿
は
今
ま
で
不
明
だ
っ
た
謎
の
訳
者
「
鴻
」
に
つ
い
て
考
察
し

た
。
そ
の
結
果
、
彼
は
川
路
柳
虹
や
大
塚
保
治
を
訳
し
た
こ
と
も
あ
る
た
め
、

当
時
の
若
い
書
画
家
、
詩
人
孫
雪
泥
だ
ろ
う
と
確
認
で
き
た
。
ま
た
、「
鴻
」

は
孫
雪
泥
と
銭
痩
鉄
、
ま
た
は
徐
卓
呆
が
共
有
し
た
署
名
だ
っ
た
可
能
性
も
あ

る
と
判
明
し
た
。
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こ
の
よ
う
に
、
一
九
二
三
年
前
後
小
品
文
学
が
盛
ん
に
翻
訳
さ
れ
た
状
況
の

中
で
、
水
野
葉
舟
「
深
夜
」
は
、「
深
夜
の
風
」
と
し
て
中
国
語
に
移
さ
れ
た
。

中
国
の
現
代
小
品
文
学
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
急
速
な
発
展
と
、
新
文
化
運

動
以
降
の
現
代
国
文
教
育
の
要
請
に
応
え
た
も
の
で
あ
り
、
水
野
葉
舟
「
深
夜
」

の
翻
訳
の
周
囲
に
は
、
小
品
文
学
を
め
ぐ
る
中
国
現
代
散
文
と
日
本
文
学
と
の

深
い
つ
な
が
り
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

注（
1
）　

相
馬
御
風
「
感
想
の
自
由
な
る
表
白
」（
松
原
至
文
編
『
小
品
文
範
』
新
潮

社　

一
九
〇
九
年
十
二
月
）。『
響
』
に
は
二
十
八
作
の
小
品
が
収
め
ら
れ
、
第

一
作
「
磯
」
に
は
さ
ら
に
六
作
の
短
い
作
品
が
入
っ
て
お
り
、
全
部
で
三
十
三

作
と
な
っ
て
い
る
。

（
2
）
新
潮
社　

一
九
〇
九
年
十
二
月
。

（
3
）
員
怒
華
『
五
四
時
期
四
大
副
刊
研
究
』（
華
中
師
範
大
学
出
版
社

二
〇
一
八

年
六
月
）。
一
九
一
九
年
六
月
に
創
刊
さ
れ
た
『
覚
悟
』
は
、
邵
力
子
が
主
編
、

陳
望
道
も
協
力
し
て
編
集
し
た
総
合
刊
行
物
だ
が
、
邵
力
子
と
陳
望
道
は
二
人

と
も
日
本
に
留
学
し
た
こ
と
が
あ
る
。

（
4
）
横
山
茂
雄
「
解
題　

怪
談
の
位
相
」（
水
野
葉
舟
著
、
横
山
茂
雄
編
『
遠
野

物
語
の
周
辺
』
国
書
刊
行
会　

二
〇
〇
一
年
十
一
月
）

（
5
）
前
掲
『
遠
野
物
語
の
周
辺
』。

（
6
）　

中
島
国
彦
「「
闇
」
へ
の
眼
、「
闇
」
の
造
型
―
水
野
葉
舟
か
ら
み
た
近
代
の

「
風
景
表
象
」」『
国
文
学
研
究
』
百
四
十
九
号　

二
〇
〇
六
年
六
月
。

（
7
）
『
早
稲
田
文
学
』
廣
告
（
真
山
青
果
『
夢
』
新
潮
社　

一
九
〇
九
年
五
月
）

（
8
）　

鳥
谷
ま
ゆ
み
「
白
馬
湖
派
小
品
文
と
春
暉
中
学
の
作
文
教
育
―
夏
丏
尊
主
編

『
文
章
作
法
』
に
み
る
一
九
二
〇
年
代
初
頭
の
小
品
文
を
中
心
に
」『
野
草
』
第

八
十
八
号
二
〇
一
一
八
月
、
鳥
谷
真
由
美
「
越
境
的
小
品
文
―
以
中
日
小
品
文

的
互
動
為
中
心
」『
漢
語
言
文
學
研
究
』
二
〇
一
六
年
第
四
号
。

（
9
）　

木
股
知
史
「
小
品
文
学
の
世
界
」（『
明
治
大
正
小
品
選
』
お
う
ふ
う　

二
〇
〇
六
年
四
月
）
で
は
、「
一
般
読
者
に
は
、
言
文
一
致
の
口
語
文
に
習
熟

す
る
手
段
」
と
し
て
の
「
小
品
文
」
と
、「
叙
情
詩
の
散
文
へ
の
発
展
形
態
」・「
作

家
の
思
想
の
表
現
」
と
し
て
の
「
小
品
」
が
起
源
と
形
式
か
ら
区
別
で
き
る
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
「
小
品
文
」
と
「
小
品
」

を
使
い
分
け
て
い
る
。

（
10
）　

署
名
は
「
水
野
葉
舟
作
・
鴻
訳
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
は
こ
の
位
置

に
「
譯
述
」
欄
が
あ
っ
た
。
後
に
も
「
文
」
や
「
文
藝
界
消
息
」
欄
に
変
更
さ

れ
た
こ
と
が
あ
る
。

（
11
）　

商
務
印
書
館　

一
九
四
〇
年
。
原
文
は
「
其
他
的
自
然
主
義
作
家
，
尚
有
中

村
星
湖
、
上
司
小
劍
以
及
女
流
作
家
水
野
葉
舟
、
田
村
俊
子
等
。
前
者
多
以
小

品
的
形
式
，
表
現
女
性
柔
弱
的
情
緒
與
感
覺
，
後
者
則
多
描
寫
小
布
爾
喬
亞
女

性
的
生
活
，
如
斷
念
、
誓
言
、
木
乃
伊
的
口
紅
等
。」

（
12
）　
「
日
本
小
品
及
随
笔
底
一
斑　

一
」『
宇
宙
風
』
第
三
十
八
期　

一
九
三
七
年

四
月
一
日
。
原
文
は
「
在
日
本
真
正
以
小
品
文
見
稱
於
世
的
，
明
治
四
十
一
年

的
時
候
，
有
真
山
青
果
的
『
夢
』
及
水
野
葉
舟
的
『
響
』」
と
あ
る
。
こ
の
第

一
節
目
の
後
ろ
に
「
以
上
参
照
日
本
文
学
大
辞
典
之
「
小
品
文
」
條
」
と
あ
り
、

具
体
的
に
ど
の
「
日
本
文
学
大
辞
典
」
を
参
照
し
た
か
は
確
認
で
き
て
い
な
い

が
、
日
本
文
壇
の
定
評
を
参
照
し
た
と
認
め
ら
れ
る
。

（
13
）　

前
掲
「「
闇
」
へ
の
眼
、「
闇
」
の
造
型
―
水
野
葉
舟
か
ら
み
た
近
代
の
「
風

景
表
象
」」。

（
14
）　

佐
藤
浩
美
『
忘
れ
え
ぬ
赤
城
―
―
水
野
葉
舟
、
そ
し
て
光
太
郎
そ
の
後
』
三

恵
社　

二
〇
一
一
年
四
月
。

（
15
）　

ほ
か
の
三
作
品
集
は
、
真
山
青
果
『
夢
』（
明
治
四
十
二
年
五
月
）、
小
川
未

明
『
闇
』（
明
治
四
十
三
年
十
一
月
）、
水
野
葉
舟
『
森
』（
明
治
四
十
五
年
七

月
十
五
日
）。
な
お
、
ほ
ぼ
同
じ
時
期
（
一
九
〇
九
年
〜
一
九
一
〇
年
）
に
刊

行
さ
れ
た
小
品
文
集
に
は
、
隆
文
館
の
「
小
品
叢
書
」
も
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、

『
花
袋
小
品
』『
風
葉
小
品
』『
泣
菫
小
品
』『
弔
花
小
品
』『
鏡
花
小
品
』『
虚
子

小
品
』『
秀
湖
小
品
』『
玄
耳
小
品
』『
葉
舟
小
品
』『
御
風
小
品
』『
青
果
小
品
』

『
秋
聲
小
品
』
な
ど
と
、
十
二
編
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）　

真
山
彬
（
青
果
）『
夢
』
新
潮
社
一
九
〇
九
年
六
月
再
版
、
一
九
〇
九
年
五

月
二
十
八
日
初
版
。

（
17
）　

水
野
葉
舟
「
序
」（『
響
』
新
潮
社　

一
九
〇
八
年
十
二
月
）



－13－

（
18
）　

前
掲
「「
闇
」
へ
の
眼
、「
闇
」
の
造
型̶

̶
̶
̶

水
野
葉
舟
か
ら
み
た
近
代

の
「
風
景
表
象
」」
で
は
、
葉
舟
小
品
の
み
な
ら
ず
、
日
本
近
代
文
学
を
「
心

の
闇
」「
自
然
の
闇
」「
社
会
の
闇
」
と
い
う
視
点
か
ら
再
構
築
で
き
る
と
い
う

問
題
提
起
が
な
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、『
葉
舟
小
品
』（
隆
文
館　

一
九
一
〇
年

四
月
）
に
は
「
深
夜
の
賊
」
と
い
う
作
品
も
あ
る
。

（
19
）　

前
掲
水
野
葉
舟
「
序
」。

（
20
）　

水
野
葉
舟
「
六
、
死
ん
だ
店
主
」『
怪
夢
』（
前
掲
水
野
葉
舟
著
、
横
山
茂
雄

編
『
遠
野
物
語
の
周
辺
』）

（
21
）　

棄
觚
「
膽
」『
中
国
実
業
雑
誌
』
第
五
巻
第
十
二
号
、
一
九
一
四
年
。
な
お
、

『
中
国
実
業
雑
誌
』
は
経
済
雑
誌
だ
が
、
そ
こ
に
載
っ
て
い
た
ほ
と
ん
ど
の
広

告
は
、
日
本
企
業
に
関
す
る
広
告
だ
。
北
京
・
上
海
の
商
務
印
書
館
に
よ
っ
て

発
行
さ
れ
て
い
る
が
、
編
集
部
の
住
所
は
「
日
本
東
京
府
下
千
駄
谷
町
八
四
四

中
国
実
業
雑
誌
社
」
と
あ
る
。
ま
た
、
隱
仙
「
諷
時
小
品
（
續
）」（『
玲
瓏
』

第
一
年
第
三
十
号
一
九
二
三
年
九
月
三
十
日
）
な
ど
に
も
雅
文
体
で
書
か
れ
た

怪
談
風
の
小
品
が
あ
る
。

（
22
）　

一
九
二
三
年
二
月
『
申
報
』
五
十
周
年
記
念
刊
「
最
近
之
五
十
年
」
に
収
録

さ
れ
た
。

（
23
）　
「
現
代
中
国
の
小
品
散
文
を
論
ず
（
論
現
代
中
國
的
小
品
散
文
）」『
文
学
週

報
』
第
七
巻
一
九
二
九
年
一
月
。
一
九
二
六
年
七
月
三
十
一
日
に
執
筆
さ
れ

た
。

（
24
）　
「
小
品
文
と
は
何
か
」『
小
品
文
研
究
』
世
界
書
局
一
九
三
三
年
三
月
。

（
25
）　
「
中
国
の
新
聞
文
学
続
」（
署
名
化
魯
『
文
学
旬
刊
』
第
四
十
六
期
）。
胡
愈

之
の
「
中
国
の
新
聞
文
学
」
は
第
四
十
四
期
か
ら
第
四
十
七
期
ま
で
連
載
さ
れ

た
。

（
26
）　

夏
健
秋
「
外
国
軒
渠
録
」『
土
曜
日
』
第
百
四
十
三
号
、
一
九
二
二
年
一
月
。

（
27
）　
「
徵
求
舊
歷
新
年
小
品
文
字
」『
新
聞
報
』
一
九
二
三
年
二
月
二
日
、
三
日
、

四
日
、
六
日
、
七
日
。

（
28
）
夢
痴
「
滑
稽
小
品
を
歓
迎
す
る
」『
紅
霞
』
第
三
号
一
九
二
三
年
六
月
九
日
、

樵
「
家
庭
雑
誌
は
装
飾
に
関
す
る
小
品
を
募
集
し
て
い
る
」『
小
説
旬
報
』
第

三
号
一
九
二
三
年
八
月
三
日
、
無
賴
子
「
亦
莊
亦
諧̶

小
品
文
字
不
莊
不
諧
」

『
玲
瓏
』
第
一
年
第
五
十
九
号　

一
九
二
三
年
十
一
月
一
日
、
�
「
中
華
体
育

師
範
同
人
は
、
餘
勇
と
い
う
雑
誌
を
創
刊
す
る
。
体
育
に
関
す
る
文
章
以
外
に
、

興
味
の
あ
る
各
種
の
文
芸
小
品
も
併
載
す
る
。」『
時
報
』
一
九
二
三
年
十
二
月

二
十
日
。

（
29
）　

エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
作
、
愈
之
訳
「
春
日
小
品　

一
、
早
晨
（
未
完
）」「
春
日
小

品　

二
、
兩
弟
兄
」『
文
学
旬
刊
』
第
七
十
五
期　

一
九
二
三
年
六
月
二
日
、「
春

日
小
品
（
續
）」『
文
学
旬
刊
』
第
七
十
六
期
、
一
九
二
三
年
六
月
十
二
日
。「
世

界
語
創
作　

春
日
小
品
（
未
完
）（
中
外
文
對
照
）」『
学
生
雑
誌
』
第
十
巻
第

八
号　

一
九
二
三
年
八
月
五
日
、「
世
界
語
創
作　

春
日
小
品　

Ⅱ
、
兩
兄
弟

（
中
外
文
對
照
）」『
学
生
雑
誌
』
第
十
巻
第
九
号　

一
九
二
三
年
九
月
五
日
、「
世

界
語
創
作　

春
日
小
品
（
中
英
文
對
照
）」『
学
生
雑
誌
』
第
十
巻
第
十
号　

一
九
二
三
年
十
月
五
日
、「
世
界
語
創
作　

春
日
小
品　

Ⅳ
、
楊
柳
的
死
（
中

外
文
對
照
）」『
学
生
雑
誌
』
第
十
巻
第
十
一
号　

一
九
二
三
年
十
一
月
五
日
。

（
30
）
一
九
二
三
年
四
月
十
六
日
の
魯
迅
日
記
に
は
「
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
君
帰
国
す
」
と

あ
る
。（
北
京
魯
迅
博
物
館
編
『
魯
迅
一
八
八
一-

一
九
三
六
』
文
物
出
版
社

　

一
九
七
七
年
三
月
）

（
31
）　

福
岡
誠
一
（
一
八
九
七
〜
一
九
七
五
）「
魯
迅
日
記
で
は
福
岡
、SF

君
と
も

書
く
。
一
九
二
三
年
の
時
は
東
京
帝
国
大
学
の
学
生
で
、
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
と
と

も
に
魯
迅
の
家
で
三
週
間
泊
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
一
九
二
九
年
以
降
は
日
本

連
合
通
信
社
で
駐
上
海
の
仕
事
し
て
い
た
。」（『
魯
迅
全
集
』
第
十
七
巻　

人

民
文
学
出
版
社　

二
〇
〇
五
年
十
一
月
）

（
32
）
一
九
二
三
年
四
月
の
魯
迅
日
記
に
「
夜
Ｅ
君
の
稿
を
一
篇
訳
し
終
え
た
」

（
二
十
一
日
）、「
午
後
胡
愈
之
に
一
篇
の
訳
文
を
送
る
」（
二
十
八
日
）
と
あ
る
。

こ
こ
で
の
訳
文
は
、
即
ち
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
の
「
赤
い
花
」
で
あ
り
、
同
年
七
月

に
『
小
説
月
報
』（
第
十
四
巻
第
七
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
。

（
33
）
署
名
周
作
人
編
訳　

上
海
商
務
印
書
館
。

（
34
）
こ
の
記
事
に
よ
る
と
、
作
者
張
春
浩
は
二
十
四
歳
の
浙
江
大
一
師
範
学
校
を

卒
業
し
た
小
学
校
の
教
員
で
あ
り
、
百
八
十
人
余
の
聴
講
生
の
大
半
も
小
学
校

の
教
員
で
あ
っ
た
。
長
期
講
師
は
黄
炎
培
、
趙
藹
呉
、
黎
錦
暉
、
経
子
淵
、
郭

任
遠
、
陳
望
道
、
舒
新
城
な
ど
十
人
、
特
別
講
師
は
于
右
任
、
沈
玄
盧
、
邵
力
子
、

李
宗
武
な
ど
九
人
だ
っ
た
。

（
35
）　

夏
丏
尊
（
一
八
八
五
〜
一
九
四
六
）「
翻
訳
家
、
散
文
家
。（
中
略
）
〇
三
年
、
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借
金
を
し
て
日
本
に
留
学
。
弘
文
学
院
、
東
京
高
等
工
業
学
校
で
学
ぶ
が
、
経

済
的
理
由
で
学
業
半
ば
に
し
て
〇
五
年
帰
国
、
浙
江
両
級
師
範
学
堂
（
の
ち
の

浙
江
第
一
師
範
学
校
）
教
員
と
な
る
」（
丸
山
昇
、
伊
藤
虎
丸
、
新
村
徹
編
『
中

国
現
代
文
学
事
典
』
東
京
堂　

一
九
八
五
年
九
月
）。

（
36
）　

朱
恵
民
『
白
馬
湖
文
派
短
長
書
』
寧
波
出
版
社
二
〇
一
四
年
七
月
。
前
掲
鳥

谷
ま
ゆ
み
論
。

（
37
）　

周
川
主
編
『
中
国
近
現
代
高
等
教
育
人
物
辞
典
』
福
建
教
育
出
版
社

二
〇
一
二
年
一
月
。

（
38
）　

鄧
明
以
『
陳
望
道
伝
』
復
旦
大
学
出
版
社　

一
九
九
五
年
三
月
。
現
段
階
で

は
、
具
体
的
に
『
小
品
作
法
』
の
ど
の
部
分
か
ら
訳
し
た
の
か
は
確
認
で
き
て

い
な
い
。

（
39
）　
『
学
生
雑
誌
』
第
十
巻
第
十
一
号　

一
九
二
三
年
十
一
月
五
日
。

（
40
）　

原
文
は
「
川
路
柳
虹
是
個
著
名
的
詩
家
。
我
倆
因
為
特
別
愛
詩
人
，
所
以
就

從
現
代
之
美
術
中
特
別
譯
了
詩
人
底
這
一
篇
。『
鴻
』
是
我
倆
相
約
此
後
在
藝

術
上
稍
稍
共
同
研
究
努
力
的
共
名
。
請
讀
者
恕
我
倆
匿
名
，
直
到
必
須
宣
布
我

倆
是
誰
的
時
候
。」

（
41
）　

島
村
抱
月
著
、
鴻
訳
『
民
国
日
報
・
婦
女
評
論
』
第
七
十
三
期
一
九
二
二
年

十
二
月
二
十
七
日
。

（
42
）　

鴻
「
原
始
民
族
の
装
飾
：Grosse

人
類
学
的
美
学
名
著
『
美
術
の
起
源
』
に

基
づ
い
て
」『
民
国
日
報
・
覚
悟
』
第
十
一
巻
第
二
十
七
期
；
鴻
「
児
童
と
色

彩
篇
訂
正
表
」『
民
国
日
報
・
婦
女
評
論
』
第
六
十
四
期
；
鴻
「
言
論
：
恋
愛

蠡
測
」『
民
国
日
報
・
婦
女
評
論
』
第
六
十
六
期
；
鴻
「
藝
術
起
源
説
（
紹
介
）」

『
民
国
日
報
・
婦
女
評
論
』
第
六
十
期
；
鴻
「
文
学
小
辞
典
（
十
七
）（
附
図
）」

『
民
国
日
報
・
覚
悟
』
第
一
巻
第
十
六
期
；
鴻
「
藝
術
：
原
始
民
族
の
装
飾

（
二
）」『
民
国
日
報
・
覚
悟
』
第
十
一
巻
第
二
十
八
期
。

（
43
）　

賀
昌
盛
主
編
『
中
国
現
代
文
学
基
礎
理
論
と
批
評
著
作
訳
概
要
（
一
九
一
二

〜
一
九
四
九
）』（
厦
門
大
学
出
版
社　

二
〇
〇
九
年
十
一
月
）
に
も
『
美
と
人

生
』
が
収
録
さ
れ
た
が
、
訳
者
「
鴻
」
に
つ
い
て
の
注
釈
は
見
ら
れ
な
い
。

（
44
）　

雁
氷
「K

.Gibran

の
小
品
文
字
」『
文
学
旬
刊
』
第
八
十
八
期
、「
今
週
：
ジ

ブ
ラ
ー
ン
（K

ahlil Gibtan

）
の
小
品
文
字　

詩
人
、
心
残
り
、
全
知
と
半
知
」

『
努
力
週
報
』
第
五
十
七
期
。

（
45
）　

唐
金
海
、
劉
長
鼎
主
編
『
茅
盾
年
譜
』
山
西
高
校
聯
合
出
版
社
一
九
九
六
年
。

（
46
）　

沈
澤
民
に
つ
い
て
、
白
水
紀
子
「
沈
澤
民
研
究
―
―
五
四
時
代
」（『
横
浜
国

立
大
学
人
文
紀
要
第
二
類
語
学
・
文
学
』
第
四
十
巻
、
一
九
九
三
年
十
月
）

に
詳
し
い
。

（
47
）　

陳
穎
「
南
社
画
家
孫
雪
泥
逸
話
」（「
南
社
畫
家
孫
雪
泥
軼
事
」『
書
と
画
』

二
〇
二
〇
年
第
一
号
）
で
は
、
孫
雪
泥
と
南
社
の
知
識
人
と
の
交
流
お
よ
び
そ

の
貢
献
を
考
察
し
て
い
る
。
孫
雪
泥
は
一
九
四
五
年
に
中
国
語
会
の
会
長
と
し

て
日
本
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
朱
剣
編
著
『
鄭
午

昌
研
究
』（
東
南
大
学
出
版
社　

二
〇
一
七
年
十
二
月
）
で
は
、
一
九
三
一
年

四
月
二
十
五
日
に
孫
雪
泥
は
鄭
午
昌
、
王
一
亭
、
銭
痩
鉄
、
呉
湖
帆
、
孫
雪
泥

と
「
上
海
丸
」
に
乗
っ
て
東
京
に
行
き
、
四
月
二
十
八
日
上
野
で
行
わ
れ
た
日

中
第
四
次
絵
画
展
覧
会
に
参
加
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
48
）　

陳
振
濂
『
近
代
中
日
絵
画
交
流
史
比
較
研
究
』
安
徽
美
術
出
版
社　

二
〇
〇
〇
年
十
月
。

（
49
）　

鄭
逸
梅
『
世
説
人
語
』
北
方
文
芸
出
版
社　

二
〇
〇
九
年
一
月
。
ま
た
、
徐

卓
呆
の
留
学
経
験
や
初
期
の
創
作
活
動
に
つ
い
て
、
陳
凌
虹
「
徐
卓
呆
の
日
本

留
学
経
験
お
よ
び
初
期
の
創
作
活
動
に
関
す
る
考
察
」（「
徐
卓
呆
留
日
經
歷
及

早
期
創
作
活
動
考
」『
中
国
現
代
文
学
研
究
叢
刊
』
二
〇
一
六
年
第
十
一
期
）
に

詳
し
い
。

＊
本
稿
は
二
〇
一
六
年
五
月
二
十
一
日
に
行
わ
れ
た
「
東
ア
ジ
ア
の
知
的
交
流
―
―
越

境
、
記
憶
、
共
存
」
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
研
究
発
表
に
基
づ
い
て
お
り
ま

す
。
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
方
々
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
特
に
台
湾
文
藻
外
国

語
大
学
の
謝
恵
貞
先
生
か
ら
「
鴻
」
に
つ
い
て
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、
心
よ

り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
か
い
・
は
く
）
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